
１ 設置の目的
ಌなる厪୧医推進体制の構ണに匇けて，主に匆下のඨ৯について匴ୈをষう。
・主治医・副主治医制のಌなる機能強化
・訪問看護ステーション同士の連携等による基盤強化
・厪୧医ष対厸可能な医師の卾৳ 等

２ WG構成団体
柏市医師会厪୧উছイマリケア卑員会，柏市訪問看護ステーション連絡会，柏市
東京大学高齢社会総合研究機構

３ 検討内容
開催日 出席数 主な議事内容

第1回
平成29ফ6月1日

17名 〇ົ卌ଃ卄厪୧医ஃ成事について
・主治医・副主治医制における機能強化に関する研究
（ົ卌ଃ卄厪୧医研究）では，৵卑員会を勳厒し，
推進中

〇厪୧と病院の連携について
・「病院と厪୧のさらなる連携強化に匇けた研修会
（地域包括ケアシステム研修会）」の開催

〇訪問看護ステーションの基盤強化について
・大厶ெ化ଓஃস勥卅の୯加によるৄ卟し匽の匴ୈ
（看護体制強化加算等の届出がある事等）

・市内訪問看護ステーションの可視化（マッピング）

第2回
平成29ফ8月7日

14名

第3回
平成29ফ10月19日

15名
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「病院と厪୧のさらなる連携強化に匇けた研修会
（地域包括ケアシステム研修会）」（中間報告）

１ 目的
・柏市と柏市医師会を中升とした多職種が推進している，厪୧医体制の整厵
のたीの取組内容及び成果とୖ匑について病院関係者と共ৢ৶卆をる

・病院と厪୧とのシームレスな連携の促進

２ 対象病院及び対象者
・病院連絡会議に出席依頼している１２病院（市内救急告示病院及び災害拠点
病院，বয়がん研究७ンター東病院，東京慈恵会医科大学附属柏病院）

・対象者は，医師を含む病院関係者

３ 内容
匋と質卧厸答の１時間ங২
・ষより，柏উটジख़ॡトの৽༬と取組内容，柏地域医連携७ンターの
機能と役割等

・柏市医師会・厪୧উছイマリ・ケア卑員より，柏モデルにおける主治医ٕ
副主治医制と病院と厪୧との連携，事紹介等

・訪問看護より，病院と厪୧のシームレスな連携（看看७ॼー），事
紹介等



病院名 開催日 出席者数 登壇者

おおたかの森病院 平成29ফ6月13日（火） 84人 ଽ田匪生，大ി会শ，ഏ田

柏市য়柏病院 平成29ফ7月10日（月） 48人 ଽ田匪生，大ി会শ，ฒ

柏南病院 平成29ফ7月14日（স） 11人 ௶田匪生，大ി会শ，ಧ

岡田病院 平成29ফ7月21日（স） 11人 ௶田匪生，ഝಠ副会শ，ฒ

▏ൎ病院柏の୴ 平成29ফ8月4日（স） 25人 厈ଶ匪生，ൺ岡副会শ，ഏ田

柏たなか病院 平成29ফ8月8日（火） 102人 ଽ田匪生，ഝಠ副会শ，ഏ田

聖光ヶ丘病院 平成29ফ8月10日（木） 19人 ଽ田匪生，大ി会শ，ฒ

深町病院 平成29ফ8月30日（水） 51人 ௶田匪生，ൺ岡副会শ，ഏ田

東京慈恵会医科大学
附属柏病院 平成29ফ9月14日（木） 97人 ଽ田匪生，ൺ岡副会শ，ഏ田

名叐ヶ卼病院 平成29ফ10月4日（水） 123人 厈ଶ匪生，ഝಠ副会শ，ഏ田

柏厚生総合病院 平成29ফ10月5日（木） 54人 ଽ田匪生，ൺ岡副会শ，ഏ田

বয়がん研究७ンター
東病院 調整中

４ 開催日（予定含む）

現時点
合計625人



５ アンケート結果（11病院のアンケート結果を集計）

研修会の様子

(１) 出席者内訳

出席者した職種の内訳では，
看護師54％と一番多く，次
いでリハビリが10％であった

（２）୧ॳームとの৴म
スムーズだと思いますか

厪୧ॳームとの連携がスム
ーズで「ある」「ない」が
約半数ずつである

n＝616人n＝462人

（３）研修会について

n＝462人

事後アンケートでは，研修
会の内容が「役য়った」と
92％が回答している

(医師)外来患者にも厪୧の取組をହしていく
(医師)柏モデルを知らない職員にアピールする
(看護師)柏モデルを具体的にイメージできた。

厪୧ষを意して調整したい
(看護師)連携の大卲さがよくわかった。連携を

はかっていく
(リハビリ職)柏モデルの背景，取組，効果を知

ることてよかった
(その他)柏市ড়でよかったと思える。勣升でき

ると思った

＜主なਔৄृ୳等(抜粋）＞

（事前アンケートより）



（４）َฃঔॹঝُの৶ੰについて
＊質問内容（事前）「知っていますか」

（事後）「৶卆が進ाましたか」

事前アンケートでは，「柏モデルを知っている」
が約55％であった。事後アンケートでは，「柏モ
デルの৶卆が進んट」と約98％が回答している

（５）୧医षのষ॑ਔखञ取組について
＊質問内容（事前）「意して取り組んでいますか」

（事後）「意して取り組もうと思いますか」

・患者や家族に(厪୧の）意思をଫ勡に卾卉する
・病院でしかಲ勸医が匃けられないと卛えて
いる患者に，厪୧でもి卲な医が匃けられ
ることを伝え，患者，家族の意思決定を支え
たい

・このシステムが生活を支えてくれることにつ
ながると伝えていきたい

・パンフレット「わがや」などの活用
・「帰りたい」という気持ちが実現できるよう
に，他部門，他職種，地域と連携する

・退院時共同指導の実施，促す，参加する
・౿のৄえる関係等に参加する 等

＜具体的な取組内容(抜粋）＞

ฃୠ医৴७ンॱーُのَ（ڲ）
ੳੴ؞ਹ৷について ＊質問内容
（事前）「知っていますか」（事後）「匏用しますか」

事前アンケートでは，「柏地域医連携७ンターを知
っている」が約37％であったが，事後アンケート
では，০後の勲において「柏地域医連携७ンター
を匏用しようと思っている」と約85％が回答している

n＝616

n＝462人

事前アンケートでは，「厪୧医षのষを意
して取り組んでいる」が約44％であったが，事後
アンケートでは，০後の勲において「厪୧医
षのষを意して取り組もうと思っている」と
約90％が回答している

n＝616

n＝462人

n＝616

n＝462人



ृୖ୧ॳームとの৴にउいてো院まञमৢ院खていॊ೩者にउいて（ڳ）
提案等について

〇মযੇ؞ఔの৶ੰृੱଡइ୭ಉに関すること
・ম人がൌしても，家族の勘勣や匃け入れが難しいことが多い。家族の१এートが大事
・患者・家族は病院や施勳をൌされる্が多く，なかなか厪୧にষする人が匲えない
・厪୧医を難しく卛えている人が多いたी，৶卆してもらえるような取組が厧勥
・厪୧介入が可能（厧勥）かどうかのスॡリーॽングのようなものがあれयいい
・厪୧看取りをൌでも，家族の升構えが出来ておらず勞厖的に救急区をళんでしまう
・ஆの্टと，どのங২の叔ଙ厭化で病院に連絡するか匯友が難しい

〇୰५ॱॵইの৶ੰृ୭ಉに関すること
・退院後の生活がわからない，厪୧षの৶卆がい
・医ষನが多い匤ඪ患者は，厪୧にষできないと厤गてしまう
・看護師は厪୧षと思っても，医師等他職員が難と卛え，調整がすすまない
・スタッフ間で伝達したい
・院内での情報共有のシステムを作る

〇多職種連携に関すること
・厰職種同士の౿をあわचる機会が厮ないのではないか，連携が勘厝ী
・カンファレンスを開催したいが調整が難しい
・外来患者さんでも共同指導ができるといい
・退院時の情報も大事टが，入院する匶の連絡や情報共有も大卲टと思う
・情報の共有，౿のৄえる関係は大事
・情報共有システムが有効に活用できると思う，導入したい（救急来院を繰り返す患者さんの情報共有等）
・MSW等つなए役割の職種や地域医連携७ンターの活ඩがより匇すること

〇その他 ・このような研修会の機会は有意義
・このシステムが知られていない。患者や家族に知ってもらえる活動をしてほしい
・死生観に関することも大事


